
韓
愈
の

て
は
じ
め
に

ーっ
惜
しー

と
李
朝
加
の

!
i
「
原
性
」
と
「
復
性
書
」

一I

情
しー

の

「
中
庸
篇
」
解
釈
に
関
連
し
て

i

i

斡
愈
の
「
原
性
」
と
李
郊
の
「
復
性
議
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
性
情
三
品

説
・
復
性
説
を
説
く
論
文
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
「
性
」
だ
け
で

は
な
く
各
々
の
「
情
」
の
意
味
付
け
も
、
彼
等
の
性
説
の
構
成
に
お

(
1〉

い
て
重
要
性
を
持
つ
こ
と
は
、
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
復
性
警
」
が
「
中
庸
篇
」
の
文
章
を
引
用
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は

梁
粛
の
「
止
観
統
例
」
な
ど
、
当
時
仏
教
信
者
が
「
中
席
議
」
の
性

に
関
す
る
思
想
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ハ
2
〉

に
つ
い
て
も
や
は
り
既
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
卒
鈎
の
説
く
「
復

性
」
と
「
滅
情
」
に
、
李
鈎
自
身
の
「
中
庸
篇
」
解
釈
が
関
わ
う
を

持
つ
こ
と
は
ヰ
一
一
向
う
ま
で
も
無
い
が
、
彼
の
「
中
庸
第
」
解
釈
が
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
解
釈
が
彼
の
「
復
性
」
や
「
滅
構
」
と

い
う
概
念
を
ど
の
よ
う
に
形
作
っ
た
の
か
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
い
難
い
。
ま
た
、
韓
愈
の
「
原
性
」
は

i訪

橋

朱

子

「
復
性
警
」
に
後
れ
て
か
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
の
正
統
を
継
ぐ

と
r

自
負
す
る
斡
愈
が
、
「
一
涼
性
」
を
冊
一
一
回
く
上
で
、
先
行
す
る
李
鈎
の

〈

3
〉

「
中
庸
篇
」
解
釈
を
無
視
し
た
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に

つ
い
て
も
未
だ
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
小
論
で
は
ま
ず
、

「
中
庸
篇
」
の
特
に
「
中
和
」
の
思
想
に
関
し
て
、
李
的
問
が
ど
の
よ

う
な
解
釈
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
改
め
て
確
認
す
る
。
そ
れ
か
ら
、

「
中
庸
第
」
の
向
じ
箆
一
加
を
韓
愈
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
の

か
を
考
え
る
。
各
々
の
解
釈
は
、
各
々
の
「
情
」
の
意
味
付
け
に
直

接
関
わ
っ
て
く
る
の
だ
が
、
韓
愈
の
解
釈
は
「
原
性
」
の
「
情
」
の

特
異
性
を
つ
く
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
そ

の
特
異
性
の
内
容
と
と
も
に
論
じ
た
い
。
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一
一
、
一
復
性
警
」
の
「
峰
山
一

ま
ず
、
一
復
性
一
憲
一
の
(
清
」
か
ら
確
認
す
る
。

人
之
所
以
震
雲
入
者
、
性
也
。
人
之
所
以
惑
其
性
者
、
構
也
。



志
向
怒
亥
標
銘
邸
側
部
者
、
皆
熱
之
所
魚
也

oi間
郡
部
可
制
耕
民

会
。
非
性
之
過
也
。
七
者
循
環
市
交
来
。
故
性
不
能
充
也
0

・:

清
不
作
性
斯
充
余
。
:
・
性
者
天
之
命
也
。
翠
人
得
之
市
不
惑
者

也
。
箭
者
性
之
動
也
。
百
姓
溺
之
、
市
不
能
知
其
本
者
也
。
:
-

B
、
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
/
〉
〉
〉

i
t
t
}〉
、
〈
〈
〈
〈
〈

j

t〈
〈
〈
〈
く

j

、
〈
〈
〈

t〈
〈
〈
/

翠
入
者
絞
然
不
動
、
不
往
布
到
、
不
一
一
一
一
同
部
科
、
不
耀
南
光
、
制

作
参
乎
天
地
、
務
化
合
乎
陰
陽
。
雌
有
情
也
、
未
嘗
有
情
也
0

・
:
情
之
動
弗
患
、
別
不
能
復
其
性
、
市
燭
天
地
、
震
不
種
之

c
i〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〈

/
i〈
〈
く
く
く

j
〉

1
く
く
く

;
iく
く
く
(
〈

Ji〈
〈
J

明
。
:
・
復
其
性
者
賢
人
、
循
之
市
不
己
者
也
。
不
巴
刻
能
諦
其

源
会
。
易
自
、
夫
聖
人
者
組
ハ
天
地
合
英
徳
、
日
月
合
其
如
、
四

時
合
其
序
、
鬼
一
例
合
其
吉
凶
、
先
天
市
天
不
達
、
後
天
市
奉
天

時
。
天
旦
弗
達
、
市
況
於
人
乎
、
況
於
鬼
神
乎
。
此
非
自
外
得

者
也
。
能
誰
其
性
一
印
己
会
。
ハ
復
性
議
上
)

A
、
始
め
に
「
人
の
饗
人
と
魚
る
所
以
の
者
は
、
性
な
り
」
と
あ

る
よ
う
に
、
手
鈎
は
人
の
性
は
諮
問
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
普

な
る
性
が
人
の
内
加
に
満
ち
た
状
態
が
望
ま
し
い
と
す
る
。
し
か

し
、
性
が
内
部
に
満
ち
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
の
が
、
情
で
あ
る
。

「
情
の
潟
す
所
」
の
「
喜
怒
京
懐
怒
欲
」
が
「
循
環
し
て
交
ご
も
来

た
る
。
故
に
性
は
充
つ
る
能
は
ず
」
と
品
一
一
向
う
。
そ
し
て
「
情
作
ら
ざ

れ
ば
、
性
斯
ち
充
つ
」
、
人
の
内
部
に
情
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
品
一
一
仲
間

な
る
性
が
満
ち
る
こ
と
が
で
き
る
。
性
が
人
の
内
面
に
満
ち
る
た
め

に
は
情
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
、
情
を
排
除
し
て
性

を
満
た
す
と
い
う
こ
と
が
、
李
黙
の
主
張
す
る
「
復
性
」
で
あ
る
。

次
に
、
聖
人
と
賢
人
の
特
徴
に
つ
い
て
見
ょ
う
。
「
復
性
室
田
」
に

は
「
聖
人
」
・
「
賢
人
」
が
そ
の
特
質
や
働
き
の
違
い
に
よ
っ
て
は

っ
き
り
と
一
弘
別
さ
れ
、
説
明
さ
れ
て
い
る
。

B
、
聖
人
は
、
そ
の
内
面
は
「
寂
然
不
動
」
で
あ
る
。
そ
し
て
聖

人
は
一
情
有
り
と
雌
も
、
未
だ
嘗
て
情
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
ニ
一
一
口
わ
れ

る
。
聖
人
の
内
部
に
は
始
め
か
ら
情
は
起
こ
ら
ず
、
も
と
も
と
善
な

る
性
が
満
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。

C
、
そ
れ
に
対
し
て
賢
人
の
内
部
は
と
い
う
と
、
「
其
の
性
に
復

す
る
者
は
賢
人
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
賢
人
は
聖
人
と
違
っ
て
始

め
は
構
を
有
し
て
い
る
、
け
れ
ど
も
努
力
し
て
性
に
復
す
る
者
で
あ

お
こ

る
。
賢
人
は
、
内
部
に
清
が
作
ら
な
い
よ
う
に
抑
制
し
、
情
を
滅
し

性
を
内
部
に
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
人
に
近
付
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
こ
の
、
賢
人
の
「
復
性
」
に
、
我
々
普
通
の
人
間
は

倣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
李
掬
は
主
張
す
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
賢
人
の
復
性
の
方
法
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

或
向
田
、
人
之
昏
也
久
会
。
路
復
其
性
者
、
必
有
漸
也
。
教
関

D
3
1
t
f〉
〉

5
1
j〉
〉

其
方
、
出
、
弗
怠
弗
忠
、
情
則
不
生
。
情
説
不
生
、
乃
潟
正

患
。
正
患
者
、
無
感
無
忠
世
。
・
:
勤
務
不
怠
、
是
乃
情
也
0

・:

方
静
之
時
、
知
心
無
患
者
、
同
定
資
戎
也
。
知
本
無
有
忠
、
動
静
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ぽ
離
、
寂
約
刻
鰍
部
可
ぷ
治
部
誠
出
。
:
惜
者
性
之
郁
也
。
加
川
英

筋
邪
、
邪
本
無
有
。
心
絞
不
動
、
邪
忠
由
息
。
惟
性
問
別
問
問
、
邪

何
所
生
0

・
:
間
回
、
本
無
有
思
、
動
静
皆
隊
。
然
別
段
之
来

也
、
其
不
問
乎
。
物
之
形
也
、
其
不
見
乎
。
回
、
不
核
不
問
、

是
非
人
也
oj松
岡

昭

、

部

不

京

都

有

刺

四

号

制

刑

知
也
、
無
弗
魚
也
。
其
心
寂
然
、
光
昭
一
天
地
。
是
誠
之
明
也
。

ハ
復
性
設
中
〉

ゃ

D
、
情
は
「
動
静
思
」
ま
な
い
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
復

性
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
動
静
患
い
ま
な
い
情
に
対
し
て
、
内
部

を
静
か
な
状
態
に
保
つ
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
人
の
性
質
は
本
来

「
静
」
で
あ
る
と
い
う
「
楽
記
篇
」
の
思
想
ハ
人
生
部
静
、
天
之
性
也
。

感
於
物
市
動
、
性
之
欽
也
)
に
基
づ
く
の
だ
が
、
「
中
庸
篇
」
だ
け
で
な

く
こ
の
「
楽
記
第
」
も
、
当
時
仏
教
関
連
の
文
章
に
多
く
引
用
さ
れ

(
4
)
 

て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い
。

内
部
を
静
か
な
状
態
に
保
つ
と
、
「
本
思
有
る
無
き
を
知
」
る
こ

と
が
で
き
る
。
も
と
も
と
人
の
内
部
に
「
思
」
と
い
う
も
の
は
無

い
、
そ
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
然
に
「
思
」
は
無
く

な
る
。
「
慮
ら
ず
忠
は
ざ
れ
ば
、
情
別
ち
生
ぜ
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、

内
面
を
静
か
な
状
態
に
保
っ
て
「
思
」
を
泊
滅
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
情
は
生
じ
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
情
が
生
じ
な
く
な
れ
ば
、
人

の
内
面
は
動
と
静
の
対
立
を
越
え
た
状
態
へ
と
導
か
れ
て
、
一

z

復
性
」

が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

…
j

復
性
」
す
る
た
め
に
情
を
滅
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
が
、
さ
て
ぺ
復
性
」
し
て
し
ま
っ
た
人
間
が
実
際
に

行
動
す
る
と
き
、
内
面
の
「
南
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
が
当
然
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

E
、
「
問
う
て
臼
く
、
本
思
有
る
無
け
れ
ば
、
勤
務
皆
離
る
。
然

ら
ば
別
ち
殺
の
来
た
る
や
、
其
れ
関
か
ざ
る
か
。
物
の
形
は
る
る

や
、
其
れ
見
ざ
る
か
と
。
沼
く
、
都
ざ
る
関
か
ざ
る
は
、
走
れ
人
に

非
ざ
る
な
り
。
競
藤
昭
昭
と
し
て
、
見
聞
に
起
こ
ら
ざ
る
者
、
斯
れ

可
な
り
。
知
ら
ざ
る
無
き
な
り
、
為
さ
ざ
る
無
き
な
り
。
其
の
心
寂

然
と
し
て
、
天
地
を
光
照
す
」
、
復
性
し
た
人
間
が
外
物
に
接
す
る

と
き
、
そ
の
心
は
「
寂
然
」
と
い
う
状
態
に
あ
る
。
「
寂
然
」
に
つ

い
て
前
文
を
見
る
と
、
「
本
思
有
る
無
き
を
知
り
、
動
静
皆
離
れ
、

寂
然
と
し
て
不
動
な
る
者
は
、
走
れ
至
誠
な
り
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
「
寂
然
」
は
「
勤
務
皆
離
」
れ
た
状
態
で
あ
る
。
「
勤

務
皆
離
」
れ
た
状
態
と
は
、

D
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
清
が
完
全
に

滅
さ
れ
た
状
態
を
指
す
。
す
る
と
、
今
問
題
の
「
知
ら
ざ
る
無
」
く

「
震
さ
ざ
る
無
」
く
し
て
、
心
が
「
寂
然
」
と
し
て
い
る
と
い
う
の

は
、
人
が
復
位
し
た
後
に
も
、
動
と
欝
の
対
立
を
越
え
た
心
の
「
寂

然
不
動
」
の
状
態
を
維
持
し
つ
つ
行
動
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
撃
」
を
「
関
」
き
、
一
物
」
を
「
見
」
る
と
い
う
知
覚
機
能
は
「
招

( 17 ) 



昭
」
と
発
揮
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
「
見
開
」
と
い
う
知
覚
が
発

揮
さ
れ
る
と
き
に
も
、
心
に
「
動
」
な
る
「
情
」
が
起
こ
ら
な
い
。

「
情
」
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
、
動
静
の
対
立
が
再
び
心
に
起
こ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
寂
然
不
動
」
の
状
態
か
ら
は
程

遠
い
。
李
鈎
が
望
む
の
は
、
「
見
聞
」
即
ち
実
際
の
物
事
に
当
た
る

と
き
に
も
動
静
の
対
立
へ
一
皮
ら
ず
(
「
見
開
に
起
こ
ら
ず
己
、
「
寂
然
不

動
」
を
心
に
維
持
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
李
叛
は
、
人
間

が
復
性
後
も
憶
を
滅
し
た
状
態
を
維
持
し
つ
つ
行
動
す
る
こ
と
を
要

求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

子
路
之
死
也
、
石
乞

-
Z懸
以
文
撃
之
断
綾
。
子
路
呂
、
君
子

死
、
冠
不
免
。
結
綾
部
死
。
由
也
、
非
好
勇
市
無
様
也
。
其
心

」
制
約
刻
紛
糾
似
内
側
引
お
剤
耐
マ
凶
可
制
棋
倒
制
令
部
倒
出
弼

総
雨
吋
川
州
出
刻
円
パ
山
山
出
制
お
罰
出
fo

子
忠
、
仲
尼
之
孫
、
得

其
秘
之
道
、
法
中
庸
四
十
七
第
、
以
侍
子
話
料
。
利
回
、
我
四

刊
別
蹴
が
。
(
復
性
議
上
〉

F
、
山
氏
際
に
復
性
し
た
賢
人
が
行
動
す
る
と
き
、
そ
の
内
面
は

「
寂
然
不
動
」
で
あ
る
、
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
李
錫
は

子
M
m
・
骨
子
・
一
五
子
を
挙
げ
て
い
る
。

復
性
の
必
要
の
な
い
袈
人
の
内
部
は
、
先
に

B
で
確
認
し
た
よ
う

に
、
始
め
か
ら
情
が
滅
さ
れ
た
「
寂
然
不
動
」
で
あ
る
。

f
L
〉
う
う
¥
〈
〈
〈
r〉
〉
L
J
〉
〉
}
〉
t
〈
/
¥
f
J
〉
J
J
J〉t
/
〉
¥
r〉
〉
、
f
〉
〉
〉
、
/
〉
〉
旬
、
r、「
J
〉
え
/
〉
〉
パ
ワ

mtmMI--更
し
ず
笠
耳
不
有
情
抑
制
。
泊
、
翠
人
至
誠
市
己
会
c

窓
宅
対
巧
単
品
問
也
。
流
共
工
、
放
襲
、
〉
索
、
京
一
一
一

苗
、
非
怒
也
。
中
於
節
布
己
会
。
其
所
以
皆
中
節
者
、
設
数
於

苅
吋
創
出
。
易
日
、
知
愛
化
之
道
者
、
其
知
一
紳
之
所
篤
乎
G

中
高
周
回
、
喜
怒
亥
築
之
未
護
、
謂
之
中
、
愛
市
皆
中
節
、
担
問
之

和
。
中
也
者
、
天
下
之
大
本
也
。
和
也
者
、
天
下
之
達
道
也
。

税
制
刺
す
苅
制
出
索
す
南
側
南
部
。
ハ
復
性
書
中
)

G
、
右
は
、
聖
一
人
が
実
際
の
行
動
に
お
い
て
つ
寂
然
不
動
」
の
状

態
を
維
持
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
「
問
う
て
日
く
、
完
・
舜
宣
に
情

有
ら
ざ
る
か
と
。
日
く
、
翠
人
は
至
誠
の
み
。
実
・
舜
の
十
六
相
を

か
ん
と
う

mmぐ
る
は
、
喜
ぶ
に
非
ざ
る
な
り
。
共
工
を
流
し
、
藤
兜
を
放
ち
、

あ
た

係
を
遜
ち
、
一
一
一
吉
を
議
つ
は
、
怒
る
に
非
さ
る
な
り
。
節
に
中
る
の

み
;
一
、
聖
人
で
あ
る
一
廷
で
舜
は
、
喜
怒
を
表
さ
な
い
、
と
一
一
一
向
う
。
喜

び
ゃ
怒
り
と
い
う
感
構
は
情
の
「
魚
す
所
の
者
」
で
あ
っ
、
知
一
一
一
入
は

清
を
滅
し
た
状
態
を
保
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
李
鈎
は
、

浩
一
ん
・
舜
は
感
情
を
表
さ
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
李

掬
は
そ
こ
に
、
「
中
庸
第
」
の
文
章
を
引
用
す
る
の
で
あ
る
。

日
、
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
渡
せ
ざ
る
、
之
を
中
と
謂
ひ
、
渡
し
て

皆
節
に
中
る
、
之
を
和
と
謂
ふ
」
、
問
題
は
、
「
渡
し
て
皆
節
に
中

る
」
を
李
揚
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る。
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こ
の
「

の
文
章
は
、
普
通
、

「
喜
怒
哀
楽
」
が
発
現
L



て
、
そ
れ
ら
が
何
ら
か
の
制
御
に
よ
っ
て
「
節
に
中
る
」
こ
と
を
望

む
も
の
と
し
て
読
ま
れ
る
。
鴻
友
部
氏
は
こ
の
部
分
を
説
明
し
次
の

よ
う
に
一
一
一
一
向
わ
れ
る
。
一

i

苓
怒
京
楽
は
天
与
の
感
矯
だ
か
ら
、
そ
の

『
発
す
る
』
の
に
ま
か
す
べ
き
だ
ろ
う
。
だ
が
司
教
』
に
よ
っ
て
そ

れ
ら
を
修
練
し
、
そ
の
発
露
を
過
不
足
な
き
よ
う
に
導
い
て
い
か
ね

ハ
5
)

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
(
柿
村
般
・
一
世
襲
長
二
訳
〉
。
「
中
庸
篇
」
で
は

「
喜
怒
亥
柴
」
と
い
う
感
情
を
「
天
与
」
と
明
雄
に
一
一
言
つ
て
は
い
な

い
が
、
し
か
し
そ
の
発
現
を
否
定
す
る
一
言
葉
は
無
い
。
「
喜
怒
京
築
」

は
，
誌
で
も
持
つ
感
情
で
あ
り
そ
の
発
現
を
封
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
そ
の
意
味
で
「
天
与
」
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
る
の
が
、
「
中
庸

信
仰
」
の
ま
さ
に
こ
の
笛
所
で
あ
り
、
「
中
庸
第
」
は
感
情
を
発
現
さ

せ
た
上
で
、
そ
れ
の
制
御
を
望
む
の
で
あ
る
。
当
時
の
代
表
的
解
釈

で
あ
り
、
李
…
矧
も
意
識
し
た
に
違
い
な
い
孔
穎
達
注
を
挙
げ
て
お
こ

。

〉
内
ノ

喜
怒
哀
楽
総
事
前
生
、
未
渓
之
時
、
滋
然
鼠
静
、
心
無
所
慮
、

市
蛍
於
程
、
故
龍
之
中

0

・
:
不
能
寂
静
、
市
有
喜
怒
哀
楽
之

時
泌
総
動
護
、
皆
刑
制
附
問
。
強
如
鼠
梅
松
得
性
行
和
詩
、
故

一
広
諮
之
和
0

・
:
情
慾
未
議
、
是
人
性
初
本
、
故
臼
天
下
之
大
本

也
。
・
:
間
鮒
鮒
務

y
m紛
糾
制
認
磁
耐
忍
選
船
一
任
、
故
巴
天
下

之
遠
道
也
。

孔
穎
達
は
こ
の
前
に
「
楽
記
篇
」
の

「
人
生
市
詩
、

天
之
性
也
。

感
於
物
一
間
勤
、
性
之
欽
也
」
を
引
用
し
て
お
り
、
李

zmと
同
じ
く
、

(
6〉

人
間
本
来
の
姿
は
一
:
静
い
な
る
「
性
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
孔
穎
逮
は
、
「
勤
」
・
「
性
の
欲
」
で
あ
る
「
情
」
の
発
現
を
禁

ず
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
「
情
」
を
「
道
理
」
に
適
う
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、
「
議
選
」
に
繋
が
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
孔
穎
達
の

解
釈
に
よ
れ
ば
、
一
節
に
中
る
」
べ
き
は
「
情
」
で
あ
る
。

李

'mは
「
聖
人
」
を
「
情
」
の
無
い
者
と
し
た
。
聖
人
の
内
部
に

は
情
は
無
く
、
「
中
庸
篇
」
が
「
天
の
命
」
と
定
め
た
「
性
」
だ
け

が
満
ち
て
い
る
。
繰
り
返
す
が
、
聖
人
は
「
情
有
り
と
臨
も
、
未
だ

嘗
て
情
有
ら
ざ
る
」
者
で
あ
り
(
前
述
B
参
照
〉
、
一
喜
怒
京
催
愛
窓
欲

の
七
者
は
、
皆
情
の
震
す
所
」
(
前
述
A
参
照
)
で
あ
る
か
ら
、
情
が

無
い
聖
人
は
「
喜
怒
亥
柴
」
の
感
情
を
発
現
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
c

で
あ
る
か
ら
、
二
昔
、
ぶ
に
非
ざ
る
な
り
L

「
怒
る
に
非
ざ
る
な
り
」
と

い
う
の
は
、
聖
人
が
感
債
を
発
現
さ
せ
な
い
こ
と
を
詰
っ
て
い
る
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
論
理
の
矛
盾
は
無
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
続
け

て
、
聖
人
は
感
構
を
現
し
た
の
で
は
な
く
、
「
節
に
中
る
の
み
」
と

一
一
=
?
っ
。
そ
し
て
李
穀
は
、
こ
の
「
節
に
中
る
」
と
い
う
言
葉
は
「
中

庸
篇
」
の
「
渡
し
て
箆
に
中
る
」
の
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。
こ
こ
へ

か
り
に
孔
穎
達
の
解
釈
を
当
て
妖
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
情
を
有
し

な
い
聖
人
が
感
情
を
現
す
と
李
相
関
が
二
一
一
口
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ

れ
は
論
理
の
矛
盾
で
あ
る
。
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し
か
し
、
我
々
は
李
掬
が
こ
こ
に
矛
盾
を
犯
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
に
止
ま
っ
て
、
来
た
し
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
李
材
開
が
「
復

性
設
問
」
を
著
し
た
の
は
、
「
中
庸
篇
」
解
釈
を
基
に
仏
教
老
荘
に
対

抗
す
る
性
説
を
確
立
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
無
論
、
そ
れ
ま
で
に
な

さ
れ
て
き
た
「
中
時
間
第
」
解
釈
に
対
す
る
不
満
も
動
機
と
し
て
あ
っ

た
に
注
い
な
く
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
解
釈
が
「
復
性
警
」
中
に
は

一
部
さ
れ
て
い
る
の
で
点
U

る。

李
矧
の
、
王
張
を
も
う
一
度
確
認
し
よ
う
。
聖
人
は
「
情
有
り
と
難

も
、
未
だ
嘗
て
情
有
ら
ざ
る
」
者
で
あ
る
。
「
情
有
り
と
雌
も
」
と

い
う
の
は
、
町
一
一
人
と
い
え
ど
も
先
天
的
に
「
有
情
」
と
い
う
状
態
が

起
こ
る
危
地
性
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
西
氏
が
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
本
ザ

fmが
説
く
の
は
性
一
一
克
一
稀
で
あ
る
。
情
は
「
性
の

動
」
・
「
性
の
欲
」
で
あ
り
、
「
情
は
自
ら
情
な
ら
ず
、
性
に
出
り
て

情
な
り
。
性
は
自
ら
性
な
ら
ず
、
情
に
由
り
て
以
て
明
ら
か
な
り
」

と
い
う
よ
う
に
、
性
情
両
者
は
相
関
す
る
。
従
っ
て
、
つ
天
の
命
ず

る
」
性
が
人
聞
に
与
え
ら
れ
た
と
き
か
ら
、
情
が
「
性
に
由
っ
て
い

心
に
起
こ
る
可
能
性
は
常
に
存
犯
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
聖
人

の
心
は
始
め
か
ら
動
静
の
対
立
を
越
え
た
「
寂
然
不
動
」
に
あ
り
、

始
め
か
ら
「
滅
情
」
が
完
成
さ
れ
て
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
未
だ
嘗
て

情
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
言
う
。
そ
し
て
そ
の
「
情
有
ら
ざ
る
」
状
態

は
持
続
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
も
し
も
、
そ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た

聖
人
が
喜
怒
哀
楽
を
現
す
と
す
る
な
ら
ば
、
聖
人
に
次
ぐ
賢
人
の
復

性
滅
情
の
意
味
が
無
く
な
り
、
勿
論
、
李
類
が
復
性
を
説
く
こ
と
の

意
味
も
全
く
失
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

「
中
庸
篇
」
の
「
中
館
」
を
李
的
問
は
聖
人
の
働
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
れ
は
、
ヱ
琵
・
舜
」
即
ち
「
聖
人
ー
一
の
具
体
的
な
働
き
を
挙

げ
た
後
に
そ
の
言
葉
を
置
き
、
更
に
『
易
』
の
「
道
」
を
「
知
」
る

と
い
う
記
述
を
引
用
し
て
、
「
中
庸
第
」
の
「
和
な
る
者
は
天
下
の

達
遁
な
り
3

一
へ
と
繋
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
聖
人
は

あ
く
ま
で
も
清
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ

渡
せ
ざ
る
、

JL
を
中
と
誤
ふ
」
と
い
う
の
は
、
聖
人
が
情
を
持
た

ず
、
そ
の
た
め
感
情
を
発
現
さ
ぜ
な
い
と
い
う
状
態
に
そ
の
ま
ま
当

て
桜
ま
る
。
李
鈎
の
一
一
一
一
向
う
「
未
だ
嘗
て
情
有
ら
ざ
る
な
り
」
は
「
中

露
第
」
の
「
中
」
の
状
態
な
の
で
あ
る
。
次
の
「
議
し
て
皆
節
に
中

る
、
之
を
和
と
謂
ふ
)
と
い
う
の
は
、
布
に
検
証
し
た
李
鈎
の
定
め

た
袈
人
の
特
質
か
ら
考
え
る
と
、
人
間
の
感
情
が
現
さ
れ
て
節
度
を

保
つ
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
の
前
に
、
「
遊
間
、
ぶ
に
非
ず
ー
一

「
怒
る
に
非
ず
一
と
断
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
設
」
を
感
情
の

発

混

と

読

め

ば

、

の

「

解

釈

を

誤

っ

て

取

る

こ

と

に

な
る
。
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}
が
感
情
の
発
現
、
部
ち
情
の
働
き
で
な
け
れ
ば
、
謹
人
の

内
部
に
満
ち
て
い
る
性
の
働
き
が
「
設
」
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。



コM
M

・
舜
蛍
に
情
有
ら
ざ
る
か
」
と
い
う
問
い
を
設
定
し
て
、
そ
れ

へ
李
掬
は
「
聖
人
は
至
誠
の
み
」
と
答
え
る
。
聖
人
は
「
中
筋
篇
」

の
一
一
一
一
?
っ
「
誠
自
り
し
て
明
ら
か
な
る
」
者
で
あ
り
、
「
誠
は
翠
人
之

を
性
と
す
る
な
り
」
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
。
情
を
有
し
な
い
聖
人
の
心

は
性
に
満
た
さ
れ
、
誠
の
み
が
働
く
。
「
至
誠
の
み
」
と
い
う
の
は
、

そ
の
こ
と
で
あ
り
、
「
至
誠
」
な
る
「
遁
」
と
一
体
と
な
っ
て
働
く

(
8
)
 

た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
問
題
の
「
渓
」
は
「
至
誠
」
の
働
き
で
あ

る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
性
の
み
の
働

き
で
あ
る
。
聖
人
が
性
と
し
て
い
る
「
至
誠
」
を
発
揮
し
、
そ
れ
が

こ
と
ご
と
く
節
度
に
適
う
こ
と
が
、
「
渡
し
て
皆
節
に
中
る
」
で
あ

る
。
「
中
庸
篇
」
の
文
章
の
始
め
の
「
譲
」
と
後
の
「
護
」
の
主
誌

は
異
な
る
、
そ
う
李
鈎
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
始
め
の
「
渓
」

の
主
一
誌
は
そ
の
ま
ま
「
喜
怒
哀
柴
」
と
い
う
感
情
で
あ
る
が
、
聖
人

は
そ
れ
を
現
さ
な
い
た
め
「
未
」
が
付
く
こ
と
で
矛
盾
無
く
説
明
さ

れ
る
。
後
の
「
後
」
の
主
訟
は
無
情
な
る
聖
人
が
現
す
こ
と
の
で
き

る
も
の
、
即
ち
「
至
誠
の
み
」
で
あ
る
。
「
至
誠
」
が
「
議
し
て
皆

節
に
中
る
、
之
を
和
と
謂
ふ
ー
一
、
こ
の
よ
う
に
読
む
の
で
あ
る
。
そ

し
て
「
和
な
る
者
は
、
天
下
の
遠
道
な
り
」
と
ヰ
一
一
日
う
。
つ
ま
り
聖
人

の
「
至
誠
」
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
、
部
一
一
人
が
つ
至
誠
」
な
る
「
道
一

と
一
体
と
な
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
李
鮪
の
主
張
は
、
こ
の
「
中
馬

第
」
の
文
章
に
沿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
中
庸
篇
」
の
「
喜
怒
友
柴
:
:
・
」
か
ら
読
み
夜
す
と
、
こ
の
簡

一
所
を
李
掬
は
、
聖
人
の
情
を
持
た
な
い
心
の
「
寂
然
不
動
」
の
状
態

と
、
聖
人
の
実
際
の
事
に
当
た
る
と
き
の
「
至
誠
」
の
発
揮
を
説

く
、
と
解
釈
し
て
い
る
と
分
か
る
。
そ
の
解
釈
に
よ
っ
て
文
章
を
構

成
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
彼
が
論
理
の
矛
盾
な
ど
犯
し
て

い
な
い
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

李
劉
の
解
釈
は
、
孔
穎
遠
の
示
し
た
そ
れ
と
異
な
る
。
恐
ら
く
我

々
が
読
み
慣
れ
た
解
釈
と
も
異
な
る
だ
ろ
う
。
李
錫
が
も
し
、
「
中

席
篇
」
の
こ
の
箆
所
、
を
、
無
情
な
聖
人
が
感
情
を
現
す
の
だ
と
一
一
一
一
向
う

(
9
)
 

な
ら
ば
、
六
朝
に
起
こ
っ
た
「
聖
人
無
京
楽
」
説
の
「
蓋
し
無
情
な

る
者
は
物
と
化
す
る
な
り
i
7
「
能
く
哀
楽
を
以
て
穫
と
潟
し
て
失
過

(
日
)

せ
ず
」
に
近
く
な
る
。
し
か
し
李
鮪
は
、
「
中
庸
篇
」
の
「
渓
」
の

主
一
訟
を
変
え
て
全
て
聖
人
の
心
と
働
き
に
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
矛
盾
や
詑
弁
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
の
を
回
避
し
、
「
復
性
」
説
の
根
拠

を
守
る
こ
と
が
で
き
た
わ
彼
の
解
釈
は
勿
論
、
孔
穎
達
の
解
釈
に
対

抗
す
る
意
味
も
持
っ
て
い
る
。

( 21 ) 

三
、
「
原
性
」
の
「
情
j

一

次
に
、
韓
愈
の
「
箭
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

性
也
者
、
輿
生
倶
生
也

o
a
R創
部
川
〉
民
制
似
間
創
出
。
・
:
性
之

品
有
上
中
下
一
ニ
。
上
下
有
者
、
善
葉
市
己
会
。
中
立
局
者
、
可
導
市



上
下
也
。
下
鷲
者
、
思
湾
市
己
怠
〈
。
其
所
以
急
性
者
五
c

日

仁
。
日
躍
。
田
信
。
日
義
。
日
智
。
上
荒
者
之
於
五
也
、
主
於

一
部
行
於
問
。
中
一
品
持
者
之
於
五
也
、
一
不
少
有
駕
、
財
少
反

駕
、
其
於
四
也
混
。
下
若
者
之
於
五
也
、
反
於
一
一
郎
惇
於
図
。

'
b
、〈
J

〉、〈
r
J

、〈く〈〈〈/

性
之
於
情
、
続
其
口
問
。
借
之
口
印
有
上
中
下
三
。
其
所
以
震
情
者

七
。
臼
喜
。
日
怒
。
日
亥
。
日
催
。
臼
愛
。
日
窓
。
日
欲
。

上
江
局
者
之
於
七
章
、
動
部
庭
菜
中
。
中
駕
者
之
於
七
也
、
有

所
甚
、
有
所
亡
、
然
市
求
合
其
中
者
也
。
下
江
局
者
之
於
七

也
、
亡
興
甚
、
直
情
市
行
者
也
。
情
之
於
性
、
競
其
品
。
.

日
、
今
之
言
者
、
雑
俳
老
荷
一
一
一
一
口
也
。
雑
俳
老
市
一
一
一
一
向
也
者
、
実
一
一
一
一
口

市
不
典
。

や
砂
げ
し

a
、
始
め
に
、
情
は
「
物
に
援
は
り
て
生
ず
」
と
あ
る
。
韓
愈
は

情
が
人
間
の
内
部
に
必
ず
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
情
の
発
現
を

否
定
し
な
い
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
発
現
し
た
情
を
滅
す
る
こ
と
を
望

み
も
し
な
い
。
彼
が
問
題
に
す
る
の
は
、
情
が
発
し
現
れ
る
状
態
が

ど
の
よ
う
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

b
、
腕
問
を
構
成
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
情
を
魚
す
所
以
の
者
」

と
し
て
「
喜
怒
友
耀
愛
悪
欲
」
の
七
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
札
運
篤
)

に
「
何
謂
人
情
。
喜
怒
友
健
愛
窓
欲
、
七
者
弗
印
字
市
能
」
と
あ
る
一
一
言

葉
で
あ
る
が
、
向
文
を
李
掬
も
「
復
性
警
」
に
引
用
し
て
い
た
。
無

論
、
斡
愈
は
「
復
性
情
一
と
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

の

閉

山

じ
言
葉
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
の
違
い
を
示
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
主
張
す
る
性
説
の
違
い
を
も
際
立
た
せ
、
自
説
を
正
統
と
認
め

さ
せ
る
こ
と
が
韓
愈
の
自
的
で
あ
る
。

「
原
性
」
の
「
障
問
」
に
与
え
ら
れ
た
独
特
の
性
質
と
し
て
ま
ず
気

が
付
く
の
は
、
性
が
三
品
に
一
弘
別
さ
れ
る
よ
う
に
、
情
も
上
中
下
の

(
日
)

三
品
に
一
民
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
性
と
情
に
は
全

く
優
劣
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
「
復
性
書
」
で
は
、
性
は
善
で
あ

り
、
清
は
窓
と
は
一
言
わ
れ
な
い
が
、
し
か
し
「
性
の
邪
」
と
し
て
排

除
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
孔
穎
達
も
先
に
引
用
し
た
笛
一
助

で
、
「
情
慾
渡
す
る
と
雄
も
」
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
情
を
性
の
劣
位
に
置
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
情
を

性
に
比
べ
て
下
等
な
も
の
と
す
る
考
え
は
、
当
時
盛
ん
に
引
用
さ
れ

た
「
楽
記
篇
」
の
一
一
一
一
口
業
も
手
伝
っ
て
恐
ら
く
常
識
的
な
こ
と
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
前
提
に
「
原
性
」
を
眺
め
る
と
、
そ
こ
で
は
情

の
働
き
が
性
の
働
き
と
関
係
の
無
い
も
の
と
し
て
慎
重
に
説
明
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
性
の
情
に
於
け
る
、
其
の
品
に
親
ふ
」

「
構
の
性
に
於
け
る
、
其
の
ロ
仰
に
説
ふ
」
と
い
う
記
述
が
唯
一
性
と

情
の
関
係
性
を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
再
び
「
復
性
警
」
の
内
容
を
思

い
出
し
て
頂
き
た
い
。
そ
こ
で
は
、
情
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

結
局
性
の
操
作
を
す
る
、
性
一
元
論
が
説
か
れ
て
い
た
。
韓
愈
が
こ

こ
で
説
い
て
い
る
の
は
、
性
情
二
元
論
で
あ
り
、
先
天
的
に
性
と
情
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の
品
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
な
る
性
を
与
え
ら
れ
た
人

間
は
、
情
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
上
な
る
情
を
与
え
ら
れ
て
い

る
。
下
な
る
性
を
与
え
ら
れ
た
人
間
の
情
は
始
め
か
ら
下
に
定
め
ら

れ
て
い
る
。
日
間
」
は
動
か
し
よ
う
の
な
い
天
命
で
あ
る
。
後
天
的

に
性
が
情
に
働
き
か
け
た
り
、
情
が
性
に
働
き
か
け
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
一
一
出
回
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
性
と
情
は
、
関
係
し
合
っ

て
互
い
を
操
作
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
後
天
的
な
働
き
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
律
性
を
持
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
走
っ
て
き
口
う
と
、
韓
愈
が
「
復
性
骨
一
ど
に
対
し
て
我
穫
の
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
の
第
一
は
「
情
」
を
他
律
的
な
も
の
と
す
る
扱
い
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
原
性
」
を
見
る
と
、
韓
愈
が
、
情
が
性
の
劣

位
に
置
か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
文
章
を
組

み
立
て
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
性
情
に
優
劣
を
付
け
る
、
或
い
は

情
が
自
律
性
を
無
く
し
て
性
一
元
論
に
組
み
込
ま
れ
る
、
ま
た
性
の

み
が
菩
で
情
の
み
が
恕
で
あ
る
、
な
ど
と
い
う
考
え
を
、
彼
は
厳
し

く
拒
否
す
る
。

c
、
韓
愈
の
「
情
」
が
特
異
な
性
質
を
持
ち
、
そ
れ
が
「
復
性

書
」
の
「
情
」
と
決
定
的
に
対
立
す
る
こ
と
を
示
す
の
は
、
ま
ず

「
下
品
」
の
情
で
あ
ろ
う
。
韓
愈
は
、
上
中
下
に
区
別
さ
れ
る
品
の

最
下
位
で
あ
る
下
品
の
情
を
さ
え
、
排
除
す
べ
き
だ
と
は
言
わ
な
い

の
で
あ
る
。
本
文
と
は
逆
に
な
る
が
、
便
宜
上
、
そ
の
下
品
の
情
の

内
容
か
ら
確
認
す
る
。

〈
下
江
局
者
〉

「
下
な
る
者
の
七
に
於
け
る
や
、
亡
き
と
甚
だ
し
き
、
憶
を
直
く

し
て
行
ふ
者
な
り
ヘ
こ
れ
が
韓
愈
が
望
ま
し
く
な
い
情
と
考
え
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
下
品
の
情
の
内
容
は
、
「
檀
弓
篇
下
」
か
ら
導

き
出
し
た
も
の
で
あ
る
(
子
瀞
日
、
躍
有
徽
情
者
。
有
以
故
興
物
者
。
有

一
世
情
而
径
行
者
、
波
紋
之
道
也
。
藤
道
則
不
然
、
人
喜
刻
斯
淘
、
陶
斯
除
、
除

斯
強
、
猶
斯
舞
、
非
斯
協
、
慌
斯
成
、
成
斯
数
、
歎
斯
僻
、
辞
斯
踊
会
。
品
節

斯
、
斯
之
謂
櫨
)
。

韓
愈
は
「
礼
運
償
制
」
に
述
べ
ら
れ
る
七
つ
の
感
情
の
集
合
体
を

「
情
」
と
考
え
る
。
下
品
の
清
を
「
免
す
」
即
ち
構
成
す
る
七
つ
の

感
情
は
、
「
亡
」
か
っ
た
り
「
甚
」
だ
し
か
っ
た
り
す
る
。
そ
し
て

情
を
構
成
す
る
感
情
を
そ
の
ま
ま
に
現
し
て
し
ま
う
。
「
情
を
寵
く
」

す
る
と
は
、
適
度
に
感
清
を
現
す
こ
と
が
で
き
る
す
、
情
を
構
成
す
る

「
亡
」
で
あ
り
「
甚
」
で
あ
る
感
情
を
そ
の
ま
ま
現
す
こ
と
で
あ
り
、

例
え
ば
、
三
苦
」
が
亡
い
た
め
に
、
喜
ぶ
べ
き
と
き
に
喜
び
を
全
く

現
さ
な
か
っ
た
り
、
ま
た
「
怒
」
が
甚
だ
し
い
た
め
に
、
際
限
な
く

怒
り
を
発
し
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
下
ロ
仰
の
清
を
有
す
る

人
間
は
、
前
に
確
認
し
た
よ
う
に
下
品
の
性
が
与
え
ら
れ
た
者
で
あ

ヮ
、
性
情
の
操
作
に
よ
っ
て
こ
の
感
情
の
「
亡
」
と
「
甚
」
を
適
当

な
状
態
に
改
善
す
る
能
力
は
無
い
。
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下
品
の
情
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
感
情
の
過
度
で
あ
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
「
亡
」
い
こ
と
に
つ
い
て
も
言
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
下
品
の
情
は
、
上
品
の
情
と
中
品
の
情
が
設
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
に
比
べ
て
決
し
て
望
ま
し
く
な
い
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
感
情
が
「
荏
」
で
あ
る
こ
と
と
同
時
に
「
亡
」
で

あ
る
こ
と
も
、
望
ま
し
く
な
い
こ
と
を
緯
愈
は
言
っ
て
い
る
。

「
櫨
弓
篇
」
は
、
清
を
礼
に
よ
っ
て
一
調
節
す
べ
き
こ
と
を
説
く
も

の
で
あ
る
が
、
斡
愈
は
ま
ず
こ
れ
を
構
の
発
現
を
肯
定
す
る
と
理
解

し
た
の
だ
ろ
う
。
矯
が
「
下
」
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る

感
情
が
無
か
っ
た
り
過
度
で
あ
っ
た
り
す
る
と
き
に
限
ら
れ
、
情
の

発
現
そ
の
も
の
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
が
、
「
甚
」
と
い

う
言
葉
と
共
に
、
「
亡
」
と
い
う
一
言
葉
を
置
い
た
韓
愈
の
意
図
で
あ

り
、
「
滅
倍
」
即
ち
感
情
の
「
亡
」
を
説
く
「
復
性
書
」
へ
の
最
大

の
批
判
で
あ
る
。

〈
中
一
常
者
〉

中
品
の
情
は
「
甚
し
き
所
有
り
、
亡
き
所
有
り
」
と
言
わ
れ
る
。

「
亡
き
と
甚
だ
し
き
」
だ
け
の
感
情
で
構
成
さ
れ
る
情
を
持
つ
「
下

な
る
者
」
よ
り
も
、
幾
分
適
当
な
感
矯
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内

容
は
「
下
」
を
緩
和
さ
せ
た
だ
け
で
あ
り
、
や
は
り
「
捜
弓
下
篇
」

解
釈
か
ら
導
き
出
し
た
も
の
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

L
か
し
、
中
品
は
感
情
の
亡
甚
が
あ
る
に
し
て
も
、

「
其
の
中
に

合
は
ん
こ
と
を
求
む
る
」
と
さ
れ
る
。
亡
甚
あ
る
感
清
を
制
御
し

て
、
適
度
に
感
情
を
現
す
こ
と
を
努
力
す
る
の
が
、
中
品
の
情
で
あ

る
c

韓
愈
は
中
品
の
情
に
で
上
」
へ
の
志
向
を
持
た
せ
て
お
り
、
そ

の
志
向
性
の
ゆ
え
に
下
品
の
よ
う
な
「
直
情
」
を
回
避
で
き
る
と
考

え
る
。
中
口
仰
の
情
は
そ
れ
自
身
を
制
御
で
き
る
。
逆
に
言
う
と
、
下

品
の
情
に
は
制
御
能
力
が
無
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
直
」
と
表
現

さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
制
御
能
力
の
差

が
上
中
一
ト
の
品
の
区
別
と
'
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈
上
正
局
者
〉

構
成
す
る
感
情
が
亡
か
っ
た
り
甚
だ
し
か
っ
た
り
し
な
い
の
が
、

上
品
の
情
で
あ
る
。
「
上
な
る
者
の
七
に
於
け
る
や
、
動
き
て
其
の

中
に
慮
る
.
一
、
「
喜
怒
哀
懐
愛
惑
欲
」
の
感
需
が
中
庸
を
保
つ
、
そ
れ

が
最
も
望
ま
し
い
情
で
あ
る
。

こ
の
上
品
の
需
の
内
容
は
、
「
楽
記
篇
」
と
「
中
庸
篇
」
を
解
釈

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

始
め
に
、
「
動
き
て
其
の
中
に
廃
る
」
の
「
動
」
の
部
分
に
つ
い

て
考
え
よ
う
。
こ
こ
で
韓
愈
が
意
識
し
た
だ
ろ
う
文
章
は
、
や
は
り

「
楽
記
篇
」
の
「
人
生
ま
れ
て
静
か
な
る
は
天
の
性
な
り
。
物
に
感

〈

立

〉

じ
て
動
く
は
性
の
欲
な
り
ー
一
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
李
鮪
も
こ

の
文
章
を
「
復
性
警
」
に
引
用
し
て
い
る
。
李
矧
は
そ
れ
を
滅
情
の

(日〉

必
要
を
解
く
た
め
に
、
引
用
し
た
の
だ
っ
た
。
蒋
愈
は
そ
れ
に
対
し
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「
楽
記
篇
」
か
ら
「
情
」
と
は
「
動
」
く
も
の
で
あ
る
と
い
う

情
の
性
質
規
定
を
取
り
込
み
つ
つ
、
そ
の
「
情
」
の
「
動
」
を
封
じ

よ
う
と
は
し
な
い
。
人
間
の
内
部
に
情
が
動
く
こ
と
と
、
情
の
働
き

に
よ
っ
て
感
情
が
外
へ
現
さ
れ
る
こ
と
を
決
し
て
一
台
定
し
な
い
。
彼

は
「
楽
記
篇
」
を
解
釈
し
て
、
そ
こ
で
も
、
情
の
発
現
は
否
定
さ
れ

て
い
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

て
人
間
の
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
は
「
静
」
で
あ
り
、
「
動
」

「
情
」
は
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
、
孔
頴
達
も
そ
う

説
い
て
い
る
よ
う
に
当
時
主
流
で
あ
っ
て
、
そ
の
思
想
を
支
え
る
の

が
「
楽
記
篇
」
で
あ
っ
た
。
斡
愈
が
情
を
「
物
に
接
は
り
て
生
ず
」

と
し
た
と
き
、
当
然
読
者
は
「
楽
記
信
仰
」
を
思
い
出
す
が
、
韓
愈
は

当
時
の
流
行
に
反
し
て
情
が
動
く
こ
と
に
何
ら
の
抑
制
も
加
え
ず
、

読
者
に
挑
戦
す
る
。
し
か
も
情
が
「
動
」
く
と
い
う
一
一
言
葉
が
、
情
三

口
仰
の
区
別
の
「
上
品
」
に
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
が
動
く
こ

と
に
は
積
極
的
な
肯
定
の
意
味
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
匂
正
義
』
の

文
章
と
並
べ
て
見
る
と
、
斡
愈
の
清
の
発
現
肯
定
が
か
な
り
イ
ン
パ

ク
ト
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
情
が
「
動
」
く

こ
と
を
抑
制
し
な
い
、
そ
れ
だ
け
で
当
時
の
当
り
前
の
情
認
識
と
鋭

く
対
立
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
「
楽
記
篇
?
一
解
釈
と
し
て
も
韓
愈

独
自
の
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
が
、
李
掬
の
主
張
す
る
滅
清
へ
の
批

判
で
あ
り
、
「
楽
記
篇
」
解
釈
へ
の
批
判
で
あ
る
こ
と
は
、 な

る

李
関
の

一
一
一
一
向
う
ま
で
も
な
い
。

次
に
、
「
其
の
中
に
躍
る
」
の
部
分
を
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
は
、

「
中
庸
篇
」
の
「
設
し
て
皆
節
に
中
る
、
之
を
和
と
謂
ふ
」
を
解
釈

し
た
も
の
で
あ
る
。
「
復
性
書
」
で
は
、
「
渓
し
て
皆
節
に
中
る
」

(

M

)

 

は
、
聖
人
の
至
誠
な
る
性
の
働
き
を
表
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て

斡
愈
は
、
「
設
し
て
皆
節
に
中
る
」
を
、
性
で
は
な
く
情
の
働
き
で

あ
る
と
考
え
る
。
ま
ず
、
「
復
性
議
日
」
で
は
こ
れ
が
「
聖
人
」
の
性

の
働
き
を
指
し
、
「
原
性
」
で
は
こ
れ
が
「
上
品
」
の
情
の
働
き
を

指
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
「
中
庸
第
」
の
文
章
を
人
間
の
最
高
の
内

部
の
状
態
に
関
連
さ
せ
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
注
自
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
聖
人
や
上
品
の
性
情
を
有
す
る
人
間
と
は
、
人
々
が
仰
ぐ
べ

き
理
想
像
で
あ
り
、
そ
の
内
面
規
定
は
凡
人
の
内
面
規
定
を
左
右
す

る
。
従
っ
て
、
彼
等
の
「
中
庸
第
」
解
釈
は
そ
れ
ぞ
れ
の
性
説
を
支

え
る
土
台
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

韓
愈
の
「
中
庸
篇
」
解
釈
を
見
る
と
、
そ
れ
は
我
々
が
見
慣
れ
た

解
釈
に
似
る
。
「
愛
」
す
る
の
は
情
で
あ
る
。
人
間
が
外
物
に
接
す

る
と
、
そ
の
内
面
に
は
情
が
動
く
。
情
は
七
つ
の
感
情
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
が
、
上
品
の
情
は
そ
の
感
情
そ
れ
ぞ
れ
の
適
当
な
状
態
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
る
と
、
上
品
の
情
は
内
面
に
働
い

て
常
に
適
度
な
感
情
を
外
へ
現
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
一
看
護
し
て
皆
節
に
中
る
ー
一
で
あ
る
。
従
っ
て
、
情
が
「
其
の
中
に
庭

( 25 ) 



る
」
と
一
一
一
一
向
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
は
り
斡
愈
は
李
一
期
を
批
判
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
「
設
し
て
皆
節
に
中
る
」
は
構
の
働
き
を
語
っ
て
お

り
、
情
の
無
い
人
間
の
性
の
働
き
を
諮
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
ο

そ

し
て
「
中
庸
第
」
も
ま
た
、
清
を
排
除
す
べ
き
だ
と
は
言
っ
て
い
な

(
日
)

い
。
こ
れ
が
、
斡
愈
の
主
張
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
感
情
の

発
現
と
そ
の
制
御
を
諮
る
と
考
え
る
点
で
は
、
こ
れ
は
孔
穎
達
の
解

釈
に
通
じ
る
。
し
か
し
、
韓
愈
の
一
吉
う
「
情
レ
は
、
孔
穎
遠
の
ニ
一
一
問
う

「
情
慾
」
と
は
あ
る
点
で
決
定
的
に
問
列
な
り
、
斡
愈
の
「
情
レ
は
彼

が
独
自
に
発
明
し
た
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
両
者
が

「
中
庸
篇
」
解
釈
に
関
し
て
、
向
じ
方
向
性
を
持
つ
と
は
一
言
え
な
い
。

先
に
〈
中
張
者
〉
の
笛
一
昨
で
、
情
の
そ
れ
自
身
の
制
御
能
力
の

が
三
間
仰
の
区
別
加
を
つ
く
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
下
品
の
情
は
そ
れ
出

身
を
「
前
」
に
し
て
感
情
を
そ
の
ま
ま
現
す
こ
と
し
か
で
き
ず
、
そ

れ
に
対
し
て
中
品
の
情
は
「
其
の
中
に
合
は
ん
こ
と
を
求
む
る
者
い

で
あ
っ
て
、
「
上
」
へ
の
志
向
性
が
持
た
さ
れ
て
い
る
。
上
品
の
情

は
、
と
い
う
と
、
そ
れ
は
「
動
き
て
其
の
中
に
慮
る
」
者
で
あ
り
、

完
全
に
情
そ
れ
自
身
の
正
し
い
制
御
能
力
を
持
っ
て
い
る
。

〈
日

ω
)

先
に
「
中
庸
篇
」
の
孔
穎
遠
の
注
を
挙
げ
た
。
孔
穎
達
は
『
正
義
』

で
性
情
説
を
多
く
訪
っ
て
い
る
が
、
「
情
慾
」
は
「
瀧
柴
」
に
よ
っ

て
制
御
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
例
え
ば
「
楽
記

筋
」
の
「
人
生
市
静
:
」
の
簡
一
所
に
注
し
て
次
の
よ
う
に
一
一
芦
田
う
。

人
感
物
荷
動
、
物
有
好
慈
、
所
感
不
向
、
若
其
感
窓
別
天
理
滅

一
潟
大
範
之
道
、
放
下
文
明
先
王
所
以
制
麓
楽
部
費
之
。
・
:
人
一
初

生
未
有
情
慾
、
是
其
静
一
巣
於
自
然
、
是
天
性
也
0

・
:
其
心
本
縦

静
、
感
於
外
物
部
心
途
動
、
是
性
之
所
貧
欲
也
。
自
然
諮
之

性
、
実
欲
誘
之
情
。
:
・
慾
己
清
欲
、
不
能
自
反
禁
止
理
性
也
、

是
天
之
所
生
本
性
滅
紹
突
。
:
・
矯
作
法
度
以
透
其
欲
。

こ
の
よ
う
に
言
う
の
は
、
経
に
「
人
之
好
悪
無
節
:
・
是
故
先
王
之

制
捜
柴
、
人
魚
之
節
」
と
あ
る
た
め
で
あ
り
、
清
に
対
し
て
「
綾

柴
」
で
働
き
掛
け
る
こ
と
は
孔
穎
達
に
と
っ
て
当
然
で
あ
っ
た
。
同

じ
く
韓
愈
が
引
用
し
た
「
礼
連
篇
」
の
「
何
詩
人
情
」
の
注
に
こ
の

ように一一一一向う。

情
義
利
患
間
者
、
聖
人
皆
知
之
能
有
天
下
故
、
此
覆
懇
情
義
利

恵
必
須
総
凶
出
川
心
、
又
明
人
之
欲
窓
在
心
、
難
知
若
其
合
競
無

出
可
也
。
:
・
七
情
好
惑
不
定
、
故
一
玄
治
十
議
。

こ
の
よ
う
に
説
く
の
も
、
経
に
「
喜
怒
哀
懐
愛
窓
欲
、
七
者
弗
淳

一
間
能
。
・
:
故
要
人
之
所
以
治
人
七
構
、
・
・
合
艦
何
以
治
之
」
と
あ
る

た
め
で
あ
る
。
情
は
情
そ
の
も
の
の
力
で
そ
れ
自
身
を
正
し
く
律
す

る
こ
と
は
な
く
、
始
め
か
ら
地
律
的
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
性
質

を
持
た
さ
れ
て
い
た
c

孔
穎
遠
の
注
は
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
当
時
の
常
に
関
す
る
代
表
的
な
考
え
方
で
あ
る
と
忠
わ
れ

る。
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「
復
性
骨
一
間
」
の
「
情
」
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。
李
問
問
は
情
を
制

御
す
る
た
め
に
、
外
物
で
あ
る
礼
楽
に
よ
ら
ず
、
内
砲
を
「
静
」
に

保
つ
こ
と
を
望
ん
だ
。
「
静
」
の
状
態
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
動
」
な
る
情
は
滅
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
復
性
替
」
で
は
儒
教
の

根
本
思
想
で
あ
る
礼
楽
は
無
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
新
し

い
性
情
説
と
一
一
一
一
向
え
、
そ
の
た
め
に
仏
教
思
想
の
影
響
が
大
き
い
と
も

一
一
一
一
同
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
李
矧
の
情
は
性
と
の
関
係
を
持
ち
、
「
心
」

〈

η)

全
体
の
働
き
に
よ
っ
て
減
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
出
身
の
カ
で

減
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
情
は
そ
れ
自
身
を
制
御
す
る
能
力
は
無

い
の
で
あ
る
。

孔
穎
迭
も
李
鈎
も
情
を
情
以
外
の
礼
楽
や
心
に
よ
っ
て
制
御
し
よ

う
と
す
る
。
し
か
し
、
韓
愈
は
情
に
そ
れ
自
身
の
制
御
能
力
、
が
あ
る

と
認
め
た
。
先
に
b
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
情
の
ロ
仰
は
性
の
品
と
向

く
先
天
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
後
天
的
に
情
を
制
御
す
る
目
的

で
そ
れ
に
働
き
か
け
る
も
の
を
斡
愈
は
設
定
し
て
い
な
い
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
情
そ
の
も
の
が
、
そ
れ
自
身
を
三
也
」
に
し
、
感
清
の

「
中
に
合
は
ん
こ
と
を
求
」
め
、
「
動
き
て
」
感
情
の
一
、
中
に
庭
る
量
一

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
「
原
性
」
の
情
の
自
律
性
と
呼
ん
で
良
い
だ

ろ
う
。
自
律
性
を
持
つ
情
は
、
「
復
性
警
」
の
情
や
孔
穎
達
の
他
律

的
な
情
に
対
立
す
る
。
情
は
も
と
も
と
性
説
に
お
い
て
は
他
の
何
物

か
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

従
っ
て
、
「
原
性
」
の
、
何
物
も
働
き
掛
け
ず
自
ら
が
制
御
す
る
清

は
非
常
に
特
殊
で
あ
り
、
斡
愈
の
情
説
が
際
立
っ
た
独
自
性
を
持
つ

こ
と
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

幹
愈
の
情
の
自
律
性
は
、
恐
ら
く
「
中
庸
篇
」
の
「
渡
し
て
皆
節

に
中
る
」
の
解
釈
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
李
矧
に

よ
る
「
復
性
警
」
の
「
滅
箭
」
主
張
は
、
「
中
庸
篇
」
の
「
中
和
」

が
無
情
な
る
袈
人
を
指
す
と
い
う
解
釈
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
「
復

性
議
」
の
性
情
説
が
、
李
的
問
自
身
の
「
中
庸
篇
」
解
釈
を
下
敷
き
に

展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
斡
愈
が
、
「
復
性
滅
情

説
」
を
批
判
す
る
に
は
、
ま
ず
「
中
庸
篇
」
解
釈
か
ら
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
の
結
果
韓
愈
は
、
「
中
庸
篇
」
は
情

の
発
現
を
否
定
し
て
い
な
い
と
考
え
、
情
の
発
現
の
肯
定
を
基
に

つ
原
性
」
を
つ
く
っ
た
。
情
の
発
現
の
積
極
的
な
肯
定
が
、
情
を
制

御
す
る
他
の
も
の
を
設
定
し
な
い
こ
と
に
繋
が
り
、
更
に
情
に
自
律

性
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
上
品
の
情
に
「
中
庸

皆
川

3

一
の
文
章
が
関
係
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
見
る
と
、
韓
愈
は
「
中
融
問

篇
ー
一
の
そ
れ
が
比
一
間
の
自
律
性
を
表
す
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
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盟
、
お
わ
り
に

正
し
し、

一寸

中
庸
篇

解
釈
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て

「
原
性
」
は
、

「
復
性
書
'
一
な
ど
他
の
性
説
が
劣
位
に
置
こ
う
と
す
る
構
の
発
現
を



認
め
さ
せ
る
こ
と
を
最
も
重
要
な
課
題
と
し
て
書
か
れ
た
。
「
原
性
1

一

本
文
の
最
後
に
は
、
他
の
性
説
を
「
俳
老
を
雑
ふ
」
と
批
判
す
る
文

章
が
あ
る
。
韓
愈
に
と
っ
て
、
性
説
に
仏
老
を
雑
え
る
と
は
、
儒
者

と
'
自
称
す
る
人
間
が
誤
っ
た
経
書
解
釈
を
も
と
に
仏
老
風
の
性
説
を

述
べ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
「
併
老
を
雑
ふ
」
性
説
の
代
表

が
、
李
鈎
の
著
し
た
「
復
性
設
問
」
だ
っ
た
。
斡
愈
は
正
し
い
経
書
解

釈
を
も
と
に
儒
者
の
正
統
な
性
説
を
示
そ
う
と
し
、
そ
し
て
で
き
た

の
が
「
原
性
」
で
あ
る
。
我
々
は
、
「
原
性
」
の
非
常
に
淡
泊
な
記

述
の
中
に
、
仏
老
風
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
経
審
会
話
句
を
直
接
取
り

上
げ
新
し
い
解
釈
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
っ
向
か
ら
仏
老
風

の
性
説
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
、
韓
愈
の
挑
戦
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
「
原
性
」
を
、
先
行
す
る
性
説
の
単
な
る
寄
せ
集
め
の
三
品

説
と
み
な
す
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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顔
と
帝
京
禅
i

子
頗
と
比
較
し
て
i
」
(
『
立
正
史
学
』

似
品
号
〉
一
九
七

O

-
末
問
実

f

一
九
七
八

前
掲
b
論
文

日
・
立
合
併

の
成
立
に
つ
い
て
」
ハ
『
中
国
哲
学
』

7
号
)



(
3〉
斡
愈
は
「
中
席
信
仰
」
な
ど
「
道
家
風
の
思
考
の
傾
向
が
強
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
も
の
、
あ
る
い
は
す
で
に
併
家
の
論
説
の
中
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
も
の
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
兵
端
的
な
も
の
と
し
て
批
判

し
、
排
除
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
儒
家
と
し
て
の
純
粋
性
、
主
体
性
を

保
持
」
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
の
が
、
前
掲
法
(

1

)

宋
問
b
論
文
で

あ
る
Q
a
論
文
に
お
い
て
も
「
料
愈
に
お
い
て
、
徳
田
と
し
て
の
中
山
聞
を

認
め
る
も
の
の
、
一

l

中
尉
」
が
排
斥
さ
れ
る
様
相
を
示
し
て
い
る
」
と
言

わ
れ
る
が
、
同
論
文
中
に
斡
愈
の
「
原
性
」
以
前
の
作
で
あ
る
「
源
子
不

弐
過
論
」
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
弓
中
腐
』
の
「
自
誠
明
抑
制

之
性
、
白
川
凶
誠
謂
之
教
」
句
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
『
中

陀
』
の
文
句
を
鎮
め
る
よ
う
な
形
で
論
述
を
進
め
て
い
る
」
と
一
一
一
向
わ
れ

る。

(

4

)

前
掲
注

(
2
〉
諾
論
文
参
照
。

(

5

)

潟
友
関
『
中
国
哲
学
史
成
立
熊
』
(
柿
村
般
・
五
日
一
喪
主
二
一
訳
富

山
一
級
)
一
九
九
五

(

6

)

孔
頴
述
の
「
性
」
に
つ
い
て
、
問
中
利
明
「
孔
頴
遠
の
五
経
正
義
に

於
け
る
「
人
性
」
の
研
究
i
特
に
そ
の
多
様
性
と
自
然
i
ー
一
(
『
大
阪
教
育

大
学
紀
要
I
b
第
mu
巻
第
2
・

3
号
)
一
九
人

O
参
照
。

(

7

)

前
掲
注
ハ
1
)
論
文
参
照
。

(

8

)

拙
稿
「
李
賄
「
復
性
警
」
の
「
虚
」
に
つ
い
て
i
王
一
迫
『
中
設
』
の

司
法
道
徳
」
・
「
坐
忘
」
と
の
関
連
に
お
い
て
!
」
〈
『
中
国
文
化
』
第
日
号
〉

一
九
九
人
参
照
。

(
9
〉
豆
笠
間
義
疏
』
先
進
議
「
旗
淵
死
、
子
笑
之
働
」
疏
に
「
郭
象
一
玄
」

「
謬
協
日
」
と
し
て
あ
る
。
一
福
間
忍
「
『
論
一
一
詩
義
疏
』
所
見
『
聖
人
無
京

柴
』
説
に
つ
い
て

l
先
進
信
仰
「
顔
淵
死
、
子
央
之
働
」
の
解
概
併
を
中
心
と

し
て

i
い
(
『
中
間
哲
学
h

M
号
)
一
九
九
五
・
「
皇
侃
の
数
化
論
に
つ
い

て
」
(
『
東
方
学
』
第
部
輯
)
一
九
九
人
参
照
。

ハ
刊
〉
前
掲
注
(

2

)

福
島
論
文
は
「
聖
人
に
は
情
が
無
い
の
で
は
な
く
、

之
に
惑
は
ず
者
せ
ず
、
性
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
、
そ
れ
が
性
の
上
に
動

く
の
で
あ
る
H
h同
じ
よ
う
に
前
掲
注
〈
2
〉
常
磐
論
文
は
、
「
性
の
'
統
ぶ

る
恋
人
に
取
り
て
は
、
一
切
の
情
は
悉
く
性
の
上
に
動
く
を
以
て
、
情
あ

り
と
臨
も
、
未
だ
嘗
て
情
な
し
と
言
ふ
を
得
ベ
し
」
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。
両
者

と
も
「
聖
人
無
哀
楽
」
説
に
似
た
も
の
と
考
え
た
の
で
は
な
く
、
性
一
一
克

論
を
強
調
す
る
た
め
に
そ
の
よ
う
な
言
い
方
を
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
恐

ら
く
紛
ら
わ
し
い
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
聖
人
に
は
情
は
無
く
、
働

く
の
は
豆
一
款
な
る
性
の
み
で
あ
っ
て
、
動
静
の
対
立
が
克
服
さ
れ
て
い
る

と
き
既
に
「
構
」
は
「
動
」
か
な
い
、
と
李
相
朔
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

〈
日
)
前
掲
詑
ハ
1
〉
末
陪
a
論
文
参
照
。
そ
こ
に
、
「
韓
愈
の
「
原
性
」

に
お
け
る
所
論
の
第
一
の
特
色
は
、
「
情
三
品
説
」
に
あ
る
と
い
え
よ
う
」

と
言
わ
れ
る
。

ハ
ロ
)
本
論
第
二
章
D
'参
照
。

(
お
)
本
論
第
二
章
A
・

c
-
D参
照
。

(
日
〉
本
論
第
二
章
日
参
照
。

(
お
)
本
論
第
二
章
日
参
照
。

(
話
)
本
論
第
二
章
日
参
照
。

(
立
)
前
掲
注

(
1
〉
末
開

e
論
文
参
照
。

( 29 ) 

(
青
山
学
院
大
学
大
学
院
〉


